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はじめに 









いには 8 つの『歴史報告書 Relaciones históricas』（以下、『第一』、『第八』などと略す）、
『クルワカン市創設に関する簡潔な覚書 Memorial breve acerca de la eunadción de la 
ciudad de Culhuacan』（以下、『覚書』と略す）や『日記 Diario』と通称される同時代史
などを書き上げる。いずれもアルファベット表記のナワトル語（一部スペイン語）である。
チマルパインの手稿は 19 世紀末まで出版されることはなかったが、17 世紀後半にはメキ
シコ市の知識人の知るところとなっていた(1)。 
  
       表 1 チマルパイン主要作品と写本(2) 
 作品名 所蔵 フォリオ 取り扱い年  主な内容 
『第一』 BnF 1r～7v … 天地創造、アダムとイブ；古典著述家の引用 
『第二』 BnF 9r～14v 1～50 聖書年代、メソアメリカ暦、チチメカ到来、四大陸 
『覚書』 BnF 15r～67v 670～1299 メキシコ盆地主要都市・民族の歴史 
『第三』 BnF 68r～115v 1063～1520 アストラン出立からコルテス到着までのメシーカ史 
『第四』 BnF 116r～122v 50～1241 チャルコ地方の人々の起源、移住の歴史 
『第五』 BnF 123r～138v 1269～1334 チャルコ地方テナンコの歴史 
『第六』 BnF 139r～144v 1257～1612 チャルコ地方に定住した人々の概略史 
『第七』 BnF 145r～224v 1272～1591 チャルコ地方トラルマナルコの歴史 
『第八』 BnF 225r～272v … チャルコ地方の歴史資料（年代記ではない） 
『日記』 BNAH 17r～18v 1577～1589 同時代史（主にメキシコ市と周辺での出来事） 
『日記』  BnF* p.1～p.286 1589～1615 同上 
『メシカヨトル』 INAH 18r～63r 1064～1579 アルバラード・テソソモク著作の写本 
『C.Chimal.』 INAH 3er. vol. … 「巻頭文書」（スペイン語）、上記書を含む小品集 
『征服記』 NLCh 1r～172r 1485～1539 ロペス・デ・ゴマラ『メキシコ征服記』写本 
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     BnF：フランス国立図書館、メキシコ手稿＃74    （BnF*：同、メキシコ手稿＃220） 
     BNAH：メキシコ国立人類学歴史学図書館＃256B        INAH：同博物館 
     NLCh：シカゴ、ニューベリー図書館       C.Chimal.：『コディセ・チマルパイン』 
 
 筆者はこれまで 4 度、本紀要でチマルパインの『日記』について発表する機会を得た(3)。
その原点は、『日記』の 1608 年の記事の最後に唐突に挿入された、年表のような部分（以









       表 2 チマルパイン『日記』の取り扱い範囲 
年号 M 暦 齢 日付 eol./p. 数 年号 M 暦 齢 日付 p. 数 
1577 7 家 
 
1.31.～3 末 17r … 97 1 家 18 1.20.～12.7. 19～21 3 




… 98 2 兎 19 2.4.～12.6. 21～23 3 
79 9 葦 0 不明～12.25. 
 
… 99 3 葦 20 2.10.～9.9. 23～24 2 
80 10 石 1 10.9. 
 
… 1600 4 石 21 1 上～12.14. 24～27 4 
81 11 家 2 記述なし 
 
… 1601 5 家 22 1～5.6. 27～31 5 
82 12 兎 3 7.22.～12.31. 17v … 1602 6 兎 23 4.25.～9 31 1 
83 13 葦 4 3～6.29. 
 
… 1603 7 葦 24 4.20.～10.26. 32～33 2 
84 1 石 5 記述なし 18r … 1604 8 石 25 1.6.～12 末 33～39 7 
85 2 家 6 1.20.～11.17. 
 
… 1605 9 家 26 1～12.8. 39～44 6 
86 3 兎 7 1.19.～6.11. 18v … 1606 10 兎 27 1～12.6. 44～49 6 
87 4 葦 8 記述なし 
 
… 1607 11 葦 28 3～12 49～63 15 
88 5 石 9 10.19. 
 
… 1608 12 石 29 1 初～10 63～72 10 
89 6 家 10 4.10.～12.30. 1 … …   史的回顧 72～116 43 
90 7 兎 11 1.1.～10.14. 2 … 1609 13 家 30 1.1.～11.30. 116～123 8 
91 8 葦 12 2.4.～12.24. 2～4 3 1610 1 兎 31 1.1.～12.16. 123～136 14 
92 9 石 13 1.21.～10.12. 4～6 3 1611 2 葦 32 1.1.～12.19. 136～160 15 
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M 暦：メソアメリカ暦（1～13 の数字と 4 種の記号[葦・石・家・兎]を組合せた 52 年を 1 周期とする） 
齢：チマルパインの年齢       日付け：それぞれの年で記述のある最初の日と最後の日 

















年、1620 年、1629 年、1631 年に執筆されたという説である(4)。 





違いはないが、段落末のスペースに「1613 年 6 月 20 日、日曜日に亡くなった」と、他よ
り濃い色で加筆されている(5)。本文を書いた後、見直しが行われた証左でもある。 
 『第八』では本文中に 3 度も 1620 年が出ており、その 1 つに「26 年以上もサンアント
ニオ・アバー教会でお世話になって来た」(6)とある。『日記』には 1593 年 10 月 5 日からお
93 10 家 14 3.28.～10.5. 6～9 4 1612 3 石 33 1.1.～12.28. 160～198 39 
94 11 兎 15 1.3.～9.11. 10～14 5 1613 4 家 34 1.1.～11.30. 199～238 40 
95 12 葦 16 1.28.～12.31. 14～16 3 1614 5 兎 35 1.1.～12.16. 238～266 29 
96 13 石 17 4.2.～12.24. 16～19 4 1615 6 葦 36 1～10.14. 267～282 16 
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仕えするため同教会に入ったとあり、年数に間違いがないことも確認できるため、少なく
とも前半部はその年に書かれたと考えてよい。 
 『覚書』の終わり近くで、1286 年の話をしている eol. 60v に続く数葉が欠落し、現存す
る次のフォリオに「1631 年」が出てくる。 
 …年に 14 年を加えた時、そこへ着くところだった。上で述べた 1631 年にはドン・
ディエゴ・ホセ・エルナンデスとその弟ドン・クリストバル・デ・カスタニェダが
亡くなった。どちらも先に名を挙げたウエウエ・ツィウトラカウキという、テクワ
ニパン・アマケメカンに来たツォンパワカテクトリの 8 代目の孫である(7)。 







はないことから、『覚書』の少なくとも最後の方は 1631 年に書かれたと見てよい。 
 『第七』に出てくる 1629 年は、同書の eol.5r の上部余白に後から加筆されたものであ
る。それまで１つだった言語がトラパラン・ノノワルコという場所で変化したと昔の絵文
書にあるものの、聖書のバベルの塔の話と同列に扱えないと自説を展開している。その後、
「（1272 年に）トラコチカルコ人がトラパラン・ノノワルコを出てからこれまで 335 年に
なる」という文が来る。その欄外に、「今年は 1629 年である」という加筆がある。1629 年




「1272 年は天地創造から 6471 年、ノアの大洪水から 4228 年後だ」とある。つまり、天
地創造は紀元前 5199 年、大洪水は前 2956 年になる。これはチマルパインの他の複数の作
品にも出てくる聖書年代と同じで、矛盾がないため(11)、「1272 年」に問題はない。 
 そこで、欄外に加筆された「1629 年」を排除し、「335 年前」が間違っていないとすれ
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る位置からも『メシカヨトル年代記』と密接な関係があるが、1621 年が最新年になる。テ















サアグンの『ヌエバ・エスパーニャ総覧 Historia General de las cosas de la Nueva España』
（1577 年頃）に着想を得ている。同書には第 10 書第 29 章第 14 節、第 1 書序文、第 8 書
序文にその元になった話があり、アメリカ先住民はユダヤ人の末裔ではないというチマル
パインの主張の根幹に関わる部分である(15)。また、『ローマ殉教録 Martirologio romano』
（1583 年）の名を挙げ、終りに近いところで聖書年代に 3 度、言及している。 
 『第三』でも、依拠したことは述べていないが、作者不詳の『オーバン絵文書 Códice 
Aubin』（1608 年）やエンリコ・マルティネスの『ヌエバ・エスパーニャ宇宙誌・博物誌
Reportorio de los tiempos e historia natural de esta Nueva España』（1606 年）を利用し
たことが分かっている。『オーバン絵文書』は数人の先住民絵師が描き継いだ年代記式の
絵文書で、故地アストラン出発から 1609 年（記事は 1608 年が最後）までのメシーカ人の
歴史を描いている。『第三』の 1068 年の巨木倒壊（70v～71r）、1325 年のテノチティト
ラン建設（93r）の記事は『オーバン絵文書』の文章とほとんど同じである(16)。 
 マルティネスの作品は 1606 年にメキシコ市で出版された。チマルパインは『第二』（四
大陸の話）、『第四』（アメリカ先住民に似た北欧クールラントの住民の話）などでもしばし
ば同書を利用しており、『第三』ではコロン関係の情報（1484、1492～95 年）をナワトル
語に訳している(17)。また、聖書年代は 1 度だけ、1200 年記事の欄外に「バビロニアで言
葉の混乱が起こって 4000 年」とある。これも『ローマ殉教録』に拠る年号である。 
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に 2 度言及している。これはフランシスコ・ロサの『グレゴリオ・ロペス伝 Vida del sieruo 
de Dios：Gregoiro Lopez』（1613 年）からの情報である。 
 『日記』では 1611 年 6 月 10 日にメキシコ市で観測された日食に関して、マルティネス
の予告（11 時 34 分～午後 2 時 20 分）と実際（午後 3 時～）との誤差を人々の反応とと
もに紹介したあと、日食の原理を説明している。その際、フワン・バウティスタの著作『メ
キシコ語での説教集 Sermonario en lengua mexicana』（1606 年）に依拠すると明言して
いる。また、フワン・デ・トルケマダが同僚の列福運動の一環として書いた『セバスティア




 また当時よく混同されていたイエズス会とテアティーノ会の違い（1612 年 2 月 25 日）、
アントニオ会の歴史（1614 年 4 月 25 日）、サンタテレサによるメルセス会の改革（1614

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作品の記事の有無を年ごとに見れば、作品間の近さは一目瞭然である。表 3（pp.8 ～ 9）
はビクトル・M・カスティーリョが作成したものをもとに、本稿の目的に合わせ、『日記』、
「史的回顧」の情報を加えたものである(22)。 





比べたのが、表 4 である。 
  
  表 4 チマルパイン主要作品における重複期間、共通事項など 
比較作品 重複期間 重複年数 有記年数 共通事項 親近性 
第三 ： 覚書 1064～1299 235 26 26 × 
第三 ： 回顧 1064～1520 456 44 28 × 
第三 ： 第七 1272～1520 245 116 156 〇 
日記 ： 第七 1577～1591 14 13 33 ◎ 
日記 ： 回顧 1577～1609 32 16 25 ◎ 
回顧 ： 第七 1272～1591 319 65 79 〇 
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事項は 52 件（うち 2 件はスペインと教皇関連で、他は全てメキシコ市関連）、『第七』は
56 件で、両者で重複する記事 34 件は全てメキシコ市のことで、内容も同じである。『第















る。例えば『第七』本文には 1621 年以降に書かれたことを明示する箇所がある。1542 年
に隠修士グレゴリオ・ロペスがマドリードで誕生したという記事である。チマルパインは
同所で、「そこ（マドリード）には今、我らが大君主フェリペ 4 世がおわす」(26)と記して




記』にも 1605 年 4 月 8 日、フェリペ 3 世（1598～1621 年）に王子が誕生し、やはりフェ
リペと命名されたという記事がある。後のフェリペ 4 世のことだが、「4 世」に言及がな
い。つまりこの部分は 1621 年以前に書かれた可能性が高い(27)。 
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 したがって、『第七』は 1607 年頃には書き始められ、1621 年以降も書き継がれ、1629




訳ではない。その良い証拠が、本来なら 1614 年 3 月に書くべき支倉使節団の記事を 13 年
5 月としてしまった例である(28)。もちろん後で抹消しているが、下書きか何かを転写した
からこそ起こったミスであろう。実際の日時よりもかなり後になって（この場合は少なく
とも 1 年後）書いたことを示す例は枚挙にいとまがない。 
 『日記』には書き出し部分がない。1971 年、メキシコの歴史家、レイェス・ガルシアが
別の古文書の 2 葉が『日記』の 1577 年から 89 年部分で、パリのフランス国立図書館所蔵
の『日記』に繋がることを発見した。しかしそこにもタイトルや書き出しと思えるものは
ないため、冒頭の何葉かが欠落していると考えられる。また、最後の締めの言葉もない。







 『日記』が最も初期に書かれた作品の 1 つであることについては何人かの研究者も触れ
ており(30)、筆者も同意見である。だが、「史的回顧」も含めての話だろうか。それについ
ては誰も明言していないのだが、ここで私見を述べ、その根拠を 3 つ挙げたい。 
 筆者は「史的回顧」は他のどの作品よりも、『第三』や『第七』よりも、そして『日記』




にもコルーニャ伯は 1580 年 10 月 4 日から 83 年 6 月 29 日まで「2 年 8 カ月 33 日」の間、
副王を務めたとある。問題は「33 日」で、『日記』と『第七』はいったんそのまま記した
後で「33 日」を抹消し、「2 年 9 カ月」(31)と訂正している。つまり、どちらも「史的回顧」
を引き写した後、修正したと考えられる。 
 もう 1 つの根拠は聖書年代である。先にも例を出したが、チマルパインはしばしば「…
チマルパイン作品の執筆時期をめぐって 
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の出来事は天地創造から○○年後、ノアの大洪水から△△年後のことである」というよう
に、『旧約聖書』に出てくるメルクマール的出来事の年号に言及する。彼の全作品をとおし
て、聖書年代は 11 度出てくる。同じ作品で 2 度、3 度出ることもあるため、言及がある作
品は『第二』、『覚書』、『第三』、『第四』、『第七』、『ナワトル語によるメシコのクロニカ』
と「史的回顧」である。このうち「史的回顧」を除く全てが、天地創造を紀元前 5199 年










スココ王国史 Compendio histórico del reino de Texcoco』（1608 年）など多くの資料が触


























 では「史的回顧」はいつ頃、執筆されたのか。旧稿で 1609 年 3 月から 11 月末までに書
かれたと自説を述べたが、ここで再度その根拠を確認しておこう。1609 年 3 月とする根
拠は、「史的回顧」が始まる直前、『日記』の 1608 年 10 月に「オアハカ司教だったコバ
ルビアスがミチョアカン司教に任命され、（任地へ）移動する途中でメキシコ市に立ち寄
り、1609 年 3 月末まで 4 ヶ月半（ﾏﾏ）滞在した」(38)と記していることである。1608 年の
記事の本文中に 1609 年のことを書いており、それに続く「史的回顧」は 3 月以降に書か
れたことになる。他方、同年 11 月までとした根拠は、テノチティトランの判官・統治官フ
ワン・バウティスタに関する記事である。「史的回顧」末尾のメシーカ人指導者・テノチ
ティトラン統治者一覧で彼は第 31 代統治者として紹介され、「今年 1609 年も統治官であ
る」と記されている。「史的回顧」のすぐ後に続く、1609 年 1 月にフワン・バウティスタ
は再任されたが、同年 11 月に故郷のマリナルコに帰っている(39)。この退任の事実を「史
的回顧」に記していないことが、それまでに執筆を終えたことを示唆している。 




 もう 1 つは、やはり「史的回顧」の最後に出てくる異端審問官のリストで、その最後に
挙げられたアロンソ・デ・ペラルタとグティエレ・ベルナルディーノ・デ・キロスである。
そのあとに続く『日記』によると 1609 年 11 月 30 日にペラルタがチャルカス司教に転出
し、同日、キロスが主席異端審問官になった。その件は「史的回顧」には反映されていな
い。したがって「史的回顧」はその時までに書き終えられていたことになる(41)。 
 さて、「史的回顧」は、『日記』の 1608 年 10 月の記事が終ったすぐあと、同じページ
のほぼ真ん中から始まる。内容的に前後と関係がないにも関わらず、43 ページも異質な年
表が占める。そして、最後もまた 116 ページの上 3 分の 1 で終わり、1609 年の記事が躊
躇いもなく続く。このような体系的な長文の挿入は思い付きや即興では不可能で、下書き
原稿を用意しての計画的なものである。したがって、『日記』の一部として「史的回顧」
を挿入したのは 1609 年だが、原案はそれ以前に作成していたことになる。 
チマルパイン作品の執筆時期をめぐって 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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§II‐2 『日記』の執筆時期 
 先に、『日記』では支倉使節の記事を 1 年間違えて 1613 年に書いたことを指摘した。と
ころが同じ 1613 年でも、9 月 4 日には「（私は）20 年前からサンアントニオ・アバーにお





る。記名記事の内容は、① 3 月 24 日、ニコラス・エルナンデス・トラカエレルの母、マ
ルティナ女史の訃報：② 5 月 31 日、十字架建立反対者の病死：③ 9 月 4 日、湖の埋め











人たちはこう言っている in iuh quitohua huehuetque」、「描いている yn quimachiyotia」、






     チャルコ（24）、その他（8） 
『覚書』：テノチティトラン（9）、チャルコ（7）、ウエフトラ（2）、 
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は、『第三』が全 96 ページで 32 回、同じく『第七』は 160 ページで 43 回、『覚書』は
106 ページで 22 回になる(46)。一方、『日記』は 243 ページで 3 回（うち 2 回は欄外に加筆）、








 対照的に、『日記』で扱われたチャルコ関連の情報はきわめて少ない。①1598 年 7 月、
チャルコ出身のフランシスコ会献身者 donado のケツァルマサツィンが（布教活動のため）
ヌエボ・メヒコ（現合衆国西南部）到着の報；②1604 年 10 月、チャルコ 4 地区に新課税
（木材提供）；③1606 年 7 月、父の死、④同 10 月、祖母の死；⑤1607 年 9 月、アマケメ
カで排水路掘削工事、木材提供、⑥同 11 月、木材提供、掘削工事中断、⑦同 12 月、木材
切り出し；⑧1608 年 1 月、木材運搬；⑨1610 年 4 月、堤道補修工事にアマケメカが人手
提供、⑩同 9 月、アマケメカ出身のドミニコ会士リベラ師の助祭叙任；⑪1611 年 7 月、ケ
ツァルマサツィンがヌエボ・メヒコから戻り、⑫同 11 月、再度出発；⑬1615 年 6 月、ア
マケメカの土地を巡る騒動のわずか 13 件である。しかもそのうち 6 件は個人的な関係者
についての情報、6 件は課税・労働に関する情報で、かなり偏りがある。 
 「史的回顧」では、1160 年、アマケメカ人のチコモストク出発；1241 年、同、チャル
コ着；1269 年、アマケメカ建設；1324 年、チャルコでの儀式的戦争；1465 年、テノチテ
ィトランによるチャルコ征服の 5 件で、いずれも先スペイン期の話に限られる。 
 その一方、『日記』ではスペインやヨーロッパなど海外の出来事への言及が他の書に比べ
目立つ。ローマ教皇・スペイン国王・高官・高位聖職者の訃報は、ミサなどで耳から得た
情報の可能性が高い。また、長崎の二十六聖人の殉教（1597 年 12 月）、マニラでの中国系
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でに大きな分岐点が潜んでいるように思える。『日記』そのものは 1615 年 10 月が最後で、
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注 






とともに発見され、原文とその英訳が “Codex Chimalpahin” 2 vols.として刊行された（1997 年）。
『メシカヨトル年代記』やロペス・デ・ゴマラ（1511～59 年）の『メキシコ征服記』（原著 1550 年）
の写本ではチマルパインによるテクストへの介入や加筆がかなり見られる。 
(3) 拙稿「チマルパインと 1608 年」、『摂大人文科学』第 22 号、pp.1～35、2014、「チマルパインと
「クリオーリョ」」、同第 23 号、pp.1～24、2015、「チマルパインと「ドン」」、同第 24 号、pp.1～29、
2016、「パリのチマルパイン」、同 25 号、pp.1～29、2018。 
(4) 例えば、Víctor M. Castillo F., “Estudio preliminar” en Chimalpain, Primer amoxtli libro, 3ª 
Relación de las Dieeérentes Histoires Originales, IX や José Rubén Romero Galván, “La historia 
de un cronista”, en Octava Relación, pp.22～23. 
(5) BnF、Manuscrit Mexicaine ＃74, eol. 144r. 
(6) 『第八』（eol.229r～272v）で、「1620 年」は最初の 5 葉に集中的に出てくる（229r、232r、234v）。 
(7) 「14 年を加えた時」とはナワトル語独特の記数法が関連している。Chimalpáhin, Memorial 




のはいずれも 1295 年の記事で、特に『第五』は詳しい。 
(9) 例えば、「巻頭文書」の 1367 年でモクテスマ一族の話になり、1621 年まで飛ぶ。 


















（1524?～1604?年）は出自も含め、不明な点が多い。『スペイン征服記 Historia de la conquista』
（1599 年）と『メシーカ人到来史』の写本断片のみが現存する。 
(15) サアグン（1500～90 年）の『ヌエバ・エスパーニャ総覧』は、ほぼ完成稿（1577 年頃）のま
ま本国に送られたが、スペイン王室に没収され、下書きや書き直しの手稿がメキシコでは出回って
いた。フワン・スアレス・デ・ペラルタ（1536?～?年）も『インディアス発見論 Tratado del 
descubrimiento de las Indias』（1589 年頃）でサアグンを何度か引いている。『ヌエバ・エスパーニ
ャ総覧』は現在フィレンツェのラウレンツィアーナ図書館にあるが、どのような経緯でメディチ家
に渡ったのかは不明。19 世紀半ばになってようやく部分的に出版された。 
(16) María Castañeda de la Paz, “El Códice X o los anales del “Grupo de la Tira de la 
Peregrinación”; copias, duplicaciones y su uso por parte de los cronistas”, pp.183～214. 
(17) マルティネス（1555?～1635 年）はドイツ系移民で、天文学や土木工学に詳しく、メキシコ市
で印刷業を営み、アウディエンシアで通訳も務めた。Henrico Martínez, Reportorio de los tiempos e 
historia natural de esta Nueva España, pp.229～240. 
(18) チマルパインの言う“Escolastica”がコメストル（1100?～87 年）の著作であることは、UNAM
版の p.15、注 28。さらに S.A.D. Messiaen, “Some interesting observations on Chimalpahin by us 
oe his Dieetentes Historias Originales”, pp.228～231 が詳しい。アルフォンソ 10 世時代（1252～
84 年）に著された『大世界史 Historia General』でもコメストルはしばしば引用されている。ロサ
『グレゴリオ・ロペス伝』については前号 pp.12～14 を参照のこと。 
(19) フワン・バウティスタ（1555～1613?年）の『メキシコ語での説教集』は筆者未見。トルケマ
ダ（1565?～1624 年）『セバスティアン・アパリシオ伝』は前号 p.12 を参照のこと。 
(20) サンタテレサの改革については、『第七』の 1564 年の記事でも言及がある(eol. 210r)。アント
ニオ会については『聖アントニオ修道会史概要 Antonianae historiae compendium』（1534 年）が
候補だが、チマルパイン自身がラテン語を難なく読めたとは思えない。 
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(23) 1488 年、テノチティトランに征服されて以来空位になっていたチャルコ領主の復位を求め、4
人の候補者がテノチティトランを訪問した。この 4 人のうち『第三』では 1 人の名前が不明だった
が、『第七』ではその名前も記していることによる。Víctor M. Castillo, “Estudio preliminar” al 
Memorial breve acerca de la eundación de la ciudad de Culhuacán, XLVII～XLIX. 
(24) 拙稿「チマルパインと 1608 年」pp.17～18 では、『日記』が『第七』の続編であるという印
象に流され、この重複部分は『日記』が『第七』を下敷きにしたとしてしまったが、本稿で修正し
たい。 
(25) 拙稿「パリのチマルパイン」、pp.12～14。『日記』と『第七』で、1589 年 5 月のサンタフェ
移住と 96 年 7 月の訃報が重複している。 
(26) Chimalpain, Séptima Relaciones de las Dieeérentes Histoires Originales, eol. 205r/v. 
(27) Chimalpáhin, Diario, p.41. また、同書の 1613 年 6 月 28 日（p.225）には「スペインにおわ
す我らが主君フェリペ 3 世」とあり、この部分は王の生前（～1621 年）に書かれたことを示す。 
(28) ibid., p.217. 
(29) ibid., p.282. 
(30) 例えばカスティーリョは、『日記』はほかの『歴史報告書』を執筆するための資料を手に入れ
る前に書き始めることができた唯一の作品と評している（Castillo, Estudio preliminar, XXX）。一
方で彼は『第三』が最初の作品と考え、UNAM 版のタイトルも“Primer Amoxtli Libro”「最初の本」
を主題とし、『第三』云々を副題に回している。 
(31) Chimalpáhin, Diario, eol. 17v (1583年6月29日), 「史的回顧」の本体はp.100, 一覧はp.110。
『第七』(eol. 221r)は「2 年 9 カ月 3 日」とし、なぜか「ほぼ 4 年」と言い添えている。 




前 3952 年としているが、チマルパインはそれを採用していない。 
(33) Chimalpáhin, Diario, p. 93 ; ibid., Séptima Relación, eol. 194r.『コディセ・チマルパイン』
に含まれる「巻頭文書」と「テノチティトラン歴代領主」もトラテロルコ出身とし、「巻頭文書」は
洗礼名クリストバルも記載している。 
(34) “Los gobernantes de Tlatelolco” en Anales de Tlatelolco, pp.28～35. 
(35) Tezozómoc, Crónica mexicayotl, eol. 60v. トラテロルコはテノチティトランの北に隣接し、双
子都市というイメージがあるが、1473 年にテノチティトランに征服されて独立国の地位を失い、服
属を強いられていた。スペインとの征服戦争中も、その後も確執があった。 
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はコルテスの言葉をほぼそのまま繰り返しているが、ゴマラを筆写したチマルパインは 2 カ所でク





(38) Chimalpáhin, Diario, p.72（1608 年 10 月 15 日）. 
(39) ibid., 統治者一覧は p.106、1609 年 1 月の記事は p.116、09 年 11 月の記事は p.122。 
(40) ibid., p.107。前号 p.25 参照のこと。 
(41) ibid., 一覧は p.116、1609 年 11 月 30 日は p.123。 
(42) ibid., p.217 （1613 年 9 月 4 日） ただし、下書き原稿を清書しただけという可能性もある。 
(43) 拙稿「チマルパインと「ドン」」、pp.11～15。 
(44) 『第八』で詳しく説明しているように、チマルパインは故郷チャルコ地方の歴史資料の写本を
少なくとも 5 つ取った。『第五』でもその 1 つと、『第八』には挙げられていない写本を利用してい





(46) BnF#74 はフォリオで表記されているが、『日記』などと比較しやすいようにページで示した。 
(47) Castillo, Estudio preliminar a la Octava Relación, LII, LV. なお、ツィンメルマンは 1608




ら中世の教父や神学者を多数引いている。これについては Messiaen や Elke Ruenau が詳しい。 
(50) 拙稿「チマルパインと 1608 年」、pp.14～15。 
(51) Castillo, op. cit., LII, LV. 
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Summary 
 Here we try to clariey the writing sequence oe Chimalpahin’s main works, such 
as Historical Retrospect (HR, erom now on), Diary & Relacions Históricas, by 
comparing the latest dates, reeerence materials & common events treated in them. 
 Now we believe Chimalpahin began to write his 7th Relación in 1607 and not in 
1629 and HR is his eirst work, even beeore Diary and the 7th. His eirst works HR 
and Diary are Aztec history erom Tenochtitlan’s point oe view, because 
Chimalpahin was educated in Mexico City ear erom Chalco, his birthplace which 
he had leet at 14. But in 1606, when his eather, keeper oe local history, died, he 
began to collect and copy historical documents oe Chalco. Owing to these 
documents his views oe himsele and history changed. We eind a turning point in 
HR, his own chronological table oe world history and the beginning oe his historical 
research. There is another watershed in his Diary ; 4 articles in 1613 signed by 
don Domingo Chimalpahin, who had never reeerred to himsele using that honorieic 
title beeore. 
 We see the change in his historical writing, erom Christian universal history and 
Aztec history, represented by HR and Diary, to history with plural points oe view 
including that oe his home town. 
 
